
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度第１回周南市公立大学法人評価委員会 

議事要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 
日 時：令和７(2025)年８月５日（火） 10 時 00 分から 

場 所：周南市役所 ４階 庁議室 

 

 

 

  



【会 議 次 第】 

 

１ 開 会 

 

２ 議 題  

(1) 公立大学法人周南公立大学の令和６年度事業報告について 

 

３ その他 

 

４ 閉 会 

 

 

【配付資料】 

・資料 1-1 公立大学法人周南公立大学 令和６年度事業報告書  

・資料 1-2 公立大学法人周南公立大学 令和６年度事業報告書［別添資料］ 

      自己点検・評価（小項目別評価） 

・資料 1[附属書類 1] 公立大学法人周南公立大学 令和６年度財務諸表   

・資料 1[附属書類 2] 公立大学法人周南公立大学 令和６年度決算報告書  
 
 

・参考資料 1 周南公立大学 令和７年度入学者選抜実施状況及び入学者の状況 

・参考資料 2 公立大学法人周南公立大学 令和７年度組織・運営体制 

・参考資料 3 年度評価廃止後の評価委員会のスケジュール 
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令和７年度第１回周南市公立大学法人評価委員会 議事要旨 
 

日 時 令和７(202５)年８月５日（火） １０時０0分から 

場 所 周南市役所 ４階 庁議室 

出席者 

 

・委員５名 

岡 正朗、山﨑 鈴子、秋山 一正、山縣 俊郎、小野 真理 

・公立大学法人周南公立大学１０名 

理事長･学長 髙田 隆 ､ 副理事長 金丸 眞明 ､ （理事）副学長 渡部 明､ 

副学長 鶴田 来美 、 （理事）事務局長 内藤 雷太、 

総務部長 廣瀬 和美 、 研究・地域・産学連携部長 乘添 謙次、 

経営企画課長 藤井 香 、 経営企画部参事 三原 真二  

経営企画課主任 阿部 星乃 

 

 

 

 

・事務局６名 

企画部長 川口 洋司、企画部次長 柿並 裕司、 

公立大学連携課長 藤本 俊毅、公立大学連携課 課長補佐 林 正人、 

公立大学連携課 主査 寺尾 唯、公立大学連携課 主査 田邉 愛子 

資 料 ・会議次第のとおり 

 

 

会 議 議 事 録 

 

 

◇事務局   それでは定刻よりも少し早いのですが、皆様おそろいということなので、これから、

令和 7年度第 1回周南市公立大学法人評価委員会を開催したいと思います。本日の

評価委員会ですが、全委員の皆様にご出席していただいております。 

委員の皆様のご紹介は、お配りしている会場図の記載をもって代えさせていただき

ます。 

初めに、本日の議題についてご説明いたします。本日の議題は、「公立大学法人周

南公立大学の令和６年度事業報告について」でございます。地方独立行政法人法の改

正により、昨年度から、年度計画及び年度計画に対する評価委員会での評価が廃止

となりましたので、資料 1－1、公立大学法人周南公立大学令和６年度事業報告書及

び資料 1－2別添資料に基づいて、令和６年度の事業報告をいたします。 

本日は、事業報告のため、周南公立大学から教職員の皆様にご出席いただいてお

ります。お忙しいところ、ご出席いただきありがとうございます。 

なお、委員の皆様のお手元に、大学広報紙サクセスと大学案内2026をお配りして

おります。ぜひお持ち帰りいただいてお読みいただければと思います。 

それでは、これ以降の進行につきましては、条例の規定により、委員長に議長をお

願いしたいと存じます。委員長、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

長どうぞよろしくお願いします。 

●委員長   皆さんおはようございます。大変蒸し暑い日になりましたけど、要領よく進めたいと

思いますので、ご協力よろしくお願いいたします。 

それでは、議題１、公立大学法人周南公立大学の令和６年度事業報告についてです。

冒頭の事務局の説明にもありましたように、年度計画が廃止になりましたので、今年

２ 議 題：公立大学法人周南公立大学の令和６年度事業報告について 

（資料１‐１～１‐２、参考資料 3） 

１ 開 会 
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度も年度評価は行いません。 

これより法人から、令和６年度の事業報告について説明を受けたいと思います。最

初に、令和６年度の業務実績の全般にわたってご説明をいただきたいと思いますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

●法人     改めまして皆様方、おはようございます。本日は先ほど委員長からお話ありました、

大変蒸し暑い中、また大変ご多用中にもかかわらず、周南公立大学令和６年度の事業

実績について、評価していただく機会を頂戴いたしましたことに、まずもって、御礼を

申し上げたいと思います。 

さて、早いもので、公立化してから丸３年が経ち、令和６年度は大学改革の重要な

柱として位置付けておりました、新学部、新学科が開設し、地域貢献大学としての基盤

を整えることができたと考えております。 

昨年度は新入生５１０名を迎え入れるとともに、多くの教職員も赴任いたしました。

そして、待望の新棟もオープンいたしまして、周南公立大学にとって大きな節目にな

ったと考えております。 

この間、中期計画並びに事業計画に従って、事業を推進し、私どもの方では、概ね

計画通りに事業を進めることができたのではないかと考えておりますが、この後、中

期計画に挙げております大項目に沿って説明をさせていただき、委員の皆様方のご

評価を頂戴できればと考えております。本日は何卒よろしくお願い申し上げます。 

●委員長   ありがとうございました。 

これより大項目ごとに法人から説明を受けまして、そして大項目ごとに質疑応答し

たいと思っております。 

まず資料の 1－1、９ページから１０ページ、大項目１、教育研究等の質の向上に関す

る計画、そして資料 1－2 では、１ページから７ページのご説明をいただきたいと思い

ますので、法人からの説明をお願いいたします。 

●法人    私の方から、大項目１、小項目別評価の１番から９番、教育に関する目標を達成する

ための措置についての説明をいたします。 

１番から３番は、教育内容の項目で、１番目は主にＥＱ教育と英語教育、ＴＯＥＩＣに

関すること、２番目は学習管理システムであるＬＭＳの活用に関すること、３番目はコ

ミュニティ・ベースド・ラーニング、ＣＢＬの強化に関することです。４番、５番は、教育の

実施体制に関する項目で、４番は教員の活動に基づく人事評価の項目であり、５番目

は授業実施体制の項目です。さらに、６番から９番は学生の受け入れと支援について

で、６番は高大接続の項目、７番は学生ケアの項目、８番はキャリア支援の項目、９番

は、学生の意見の反映についての項目です。 

これを全部お話しするのは時間的なこともありますので、先に学長の説明にもあり

ましたように、概ね計画通りに実施できているということで、課題が残っているもの、

少し特筆すべきものだけをピックアップしてご説明をさせていただきます。 

まず、１番について、先ほど申し上げたように本学が力を入れているＥＱ教育と

TOEIC に関する計画の評価でございます。人間力とも言われているＥＱ力の程度を

可視化するＥＱレベルを策定して、それを測るＰＲＯＧテストの得点を上げていくとい

うための取り組みは計画通りに進めております。ちなみにＰＲＯＧテストは、リテラシー

とコンピテンシーの２領域を測定するテストですが、本学が重視する、ＥＱ力に関する

ものは、コンピテンシー力の方でありまして、こちらの方は比較的高い数値であると認

識しております。 

一方、英語力強化の面ですが、中期計画では、令和６年度以降の入学生の 50％程

度を卒業時までに、ＣＥＦＲ Ｂ１レベルにしようということで、CEFR B1 レベルとは英

検２級またはＴＯＥＩＣ５５０点程度なのですが、それに向けて、令和６年度の目標であ

る１年次の１５％程度が、ＣＥＦＲ Ｂ1 レベルに達するという計画でしたが、令和６年度
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はＢ１レベルの到達者が残念ながら、5％、２５名程度という結果で、これに到達するこ

とができなかったという点が課題として残りました。 

ただ、もう少しでＢ1 レベルに達するという、いわば予備軍である４５０点から５５０

点未満のレベルが、92名、18％程度おりますので、今後の指導と働きかけを、強化す

ることによって、数値アップを図っていきたいと考えております。 

そのためには学生の英語のモチベーションを上げることも必要だと考えておりまし

て、具体的には現在実施しているのですが、多くの受験機会を提供すること、特に上

級生にはＴＯＥＩＣが就職に有利に働くということを、よりきめ細やかに指導すること

により、主体的な学習を促進していきたいと考えております。 

また現在も行っております、英語多読をさらに促進して、スコアアップにつなげたい

と思っております。ＴＯＥＩＣ受験料や対策のためのｅラーニング、オンライン英会話な

どの経済的支援も積極的に行っているところです。このような対策で、次年度以降は、

計画通りに進めたいと考えておりますが、現在のところはこの点が課題として残って

いるということをお示しいたします。 

それから６番目の項目をご覧ください。これは、高大接続入試についての項目です。

昨年度の評価委員会でも、入試プログラムの確定に至らなかったという点で、課題と

して残っているということをお話ししたところです。 

先ほど学長からもありましたが、令和６年度には、新学部、新学科の設置ということ

もあり、経済経営学科、スポーツ健康科学科、看護学科及び福祉学科において、新学

部・新学科の特性に応じた、高大接続入試の制度設計をしたところで、今年度４月以

降、高校訪問並びに様々な媒体を通じる告知を開始して、令和９年度入試より高大接

続入試を実施するという運びになりました。 

また、高大接続に関しては昨年も報告させていただきました、地域共創教育コンソ

ーシアムについて、周南圏域の周南市、下松市、光市の教育機関等の連携強化を通し

て、地域の教育力向上を図って、地域のこどもを地域で育て、地域の次世代を担う人

材を育成するという地域人材循環構造を確立することを目指して、昨年始動しました。

地域共創教育コンソーシアムの取り組みの中で、高大接続に関しても推進していく所

存でございます。 

すでに周南圏域の新南陽高校との教育連携協定も締結しておりまして、地域の学

校から進学を促進するための活動としての個別の接続も順次拡大していくというふ

うに考えているところでございます。以上 2 つの項目に絞って課題等が残る点、ある

いは特筆すべき点をご説明させていただきました。他のことに関しましては質問など

をお受けすることによって、私の説明の責を塞ぎたいと思います。以上でございます。 

●委員長   はい。ありがとうございました。ただいまのご説明で、委員からのご質問ございまし

たらお受けいたします。 

●委員    ＴＯＥＩＣ５５０点以上を１年生で１５％というのが、５％だったということですが、卒

業時にどのぐらいというのは決めていたのですか。 

●法人     ありがとうございます。 

中期計画時では、４年間で５５０点以上の学生割合を５０％にするという目標を立

てていて、それに向けて、数値を上げていくという計画で、１年次は１５％で徐々に上

げていく計画でしたが、それが最初は５％という段階でございました。 

●委員     わかりました。就職の入社試験のときに大体６００点ぐらい以上だったら、就職に

有利という話も聞きましたので、卒業時どのぐらいの目標にされているかなと思った

のですけれども、550点を５０％以上にしようということですか。 

●法人     はい。もともと入学時に、ＴＯＥＩＣのスコアを測った平均が本学の学生は３５０点程

度で、それをいかに上げていくかということが問題で、できる子は６００点以上の企業

とかに就職させるべく、平均ではなくて５５０点以上を５０％にするということで、で
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きる子は伸ばしていくというような形の指導をとりたいと考えています。 

●委員長   他によろしいですか。 

できましたら達成度について、どこがどうだったというのをこの文章の中に入れて

いただくと、とても分かりやすいので、実際に５％だったなど、達成ができなかったの

を具体的に書いていただいた方が、意味が分かりやすいと思いました。 

それから、ＴＯＥＩＣに関しては学部、学科ごとに、達成度が出されていると思うので

すが、それは全体に公開はされているのですか。 

●法人     もちろん全体の数値もですが、学部学科ごとにどれぐらいのスコアかということを、

特に学修成果の可視化のＦＤ・ＳＤ等で全学協議には共有して、できていないところを

変えていくというような方策をとる仕組みにしております。 

●委員長    ぜひとも競争させていただけたら、もっと上がってくるのだろうと思いました。 

●法人     ありがとうございます。一応５％レベルということは、資料の方に記述させていた

だいています。 

●委員     重複した質問になるかもしれないですけれども、先ほど英語教育は５％で低いとい

う、お話だったと思うのですが、中期目標の中で、数理データサイエンス・ＡＩ教育プロ

グラムの実施ということも書かれておりますが、これに関しての令和６年度の一定の

指標というものは何かあるのでしょうか。 

●法人     ありがとうございます。 

一応、令和６年度の事業計画内には入れておりませんけれども、数理データサイエ

ンス・ＡＩ教育プログラムに関しては、リテラシーレベルと応用基礎レベルの認定いただ

きまして、リテラシーレベルに関しては全員が受講し、応用基礎レベルも順次、他学部

の学生も受けられるような形で進めております。 

数値は計画の中に入れていませんが、中期計画そのものの中に、毎年、数理データ

サイエンス・ＡＩ教育プログラムを着実に実施するということで、年度ごとに実施してお

ります。 

●委員    将来的に文科省の認定を目指すとか、そういうところを目標にされていると思って

よろしいでしょうか。 

●法人     エキスパートシステムとか、エキスパートレベルとかそういうところの話ですか。そこ

まではまだ構想はしていませんけれども、着実に今、応用基礎レベルを全学的に広げ

て、数理データサイエンス・ＡＩ教育プログラムを実施するということでございます。 

●委員     計画的に実施をしていくということですね。わかりました。 

●委員長   他によろしいですか。どうもありがとうございました。次の項目に移りたいと思いま

す。 

●法人     資料 1－2の 6ページ、研究に関する目標について、ご報告させていただきます。 

研究 2 の（1）、研究水準及び研究の成果等に関する目標ですが、本学が目指すの

は、研究力の高い研究大学ではなく、地域からの知の要請、そしてその要請に対して

地域に研究成果を還元していく、このことを通して地域に信頼され、地域が誇りに思

う大学を目指しております。 

これに対する研究計画については、ＦＤなど様々な機会を通して、産学連携に関す

る情報を共有する、そして新たな共同研究へつなげていく、そして科研費申請書の作

成セミナーを開催し、科研費の申請率、獲得率の増加につなげる、このような計画を

立てております。これに対して、新規の共同研究・受託研究数が、目標４件に対して８

件、継続も含めると２０件となっております。また科研費につきましては、申請率が

59％、前年比に比べて８％増加して、目標値が１０件以上の採択に関して、採択件数

が１０件となっております。このことによって、研究水準及び研究成果に関する目標達

成するということについては、順調に進捗していると感じております。 

現在教員数も１００名を超えまして、当初の倍以上になっております。今後に向けて
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は自治体・産業界、こういったところと共同研究を行って、新たな課題、社会問題解決

に挑戦していきたいと思っております。科研費についても申請率５９％ですが、今後に

向けては１００％を目指していきたいと思っています。 

課題としましては、教員数も増えておりますので、今後に向けて、研究施設などの研

究の環境を整備していくこと、そして研究のインテグリティを高めていくこと、こうい

った体制整備に努めていきたいと思っています。以上です。 

●委員長   はい。ありがとうございました。 

１点だけ、ＵＲＡを使って、確か今のところ１名でしたか、（科研費申請の）ブラッシュ

アップをされているということなのですが、ブラッシュアップの効果が出ていると理解

してよろしいでしょうか。 

●法人     はい。ＵＲA が関わって申請した科研とそうでないものを比べると、やはり指導を

受けた教員の方が、採択率が高いというところですが、教員数が増えておりますので、

１名で対応するというところで、若干の厳しさはあるかなと感じております。 

●委員長   外部でもブラッシュアップする機関があるので、費用がかかるのですが、そういう利

用をするところもあると思うのですが、その利用はまだ考えておられないですか。 

●法人     今後そこも必要なのかなと感じているところです。学内の他の教員で、そういった

ことに優れた人もいますので、そういった方の活用等も含めながら、外部も活用でき

るのであれば、そのようにしていくことで、採択率を上げていきたいと思っております。 

●委員長   以上ですが、よろしいでしょうか。是非ともまた採択率を上げていただければと思い

ます。ありがとうございました。 

それでは、続いて、資料 1－1 の１１ページから大項目２、地域社会との連携・共創、

地域貢献に関する計画、資料 1－2 では、８ページから１２ページの説明をいただきた

いと思いますので、よろしくお願いをいたします。 

●法人    それでは、地域社会との連携・共創、地域貢献に関する目標ということで、地域貢献

に加えまして、国際交流まで含んでおります。幅が広くなりますので、項目ごとの説明

というより、いくつか抽出して説明させていただきます。 

まず、地域社会の課題解決ということで、小項目 No.１７をご覧ください。本学が

企業や各種団体との協力を行っている中で、地域の課題解決のため、周南創生コンソ

ーシアムやパートナー企業との連携のもとに協力していく、大学のリソースとのマッチ

ングを行うということで、事業計画としては、周南創生コンソーシアムやパートナー企

業のニーズと、シーズ集を活用した大学のリソースとのマッチングを行って、共同研究

及び受託研究等を４件以上行うということでした。結果としては、１年で新規の共同研

究及び受託研究が８件ということで、大きく目標を上回っております。また、これまで

継続したものあるので総額としては３,０００万円以上が、単年度の研究費としてあが

っております。この実績の背景には、地域の企業様や団体様の課題とその解決におい

て、大学への期待が大きいこと、また本学も参画している周南創成コンソーシアムや

パートナー企業様との連携が大きな力になっております。 

また、地域の大きな課題である地域への人材定着についてですが、昨年度、周南創

生コンソーシアムの会議においても、地域への人材定着が一番の課題として、会議の

中で共有されたのですが、地域への人材定着について協議するにあたり、今年度には

なりますが、各種調査を行って人材定着について考えていこうと、会議の中で同意を

得まして、今年度に事業を開始している状況でございます。 

こちらで地域課題の方向性を踏まえて、大学の持つ研究シーズを地域のニーズに、

マッチングさせることで、具体的な共同受託研究を継続して進めていきたいと考えて

おります。事業づくり・まちづくりの理念を本学が実践的に具現化していくことを考え

ている次第です。 

続きまして、１９番、資料 1－2の１０ページになります。日本国内の先進的かつ多様
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な教育研究体験を提供するために、国内の高等教育機関と連携したプログラムの提

携を構築し、活用するということで、令和６年度は、国内の高等教育機関と連携したゼ

ミ間交流のプログラムを推進、また、国内高等教育機関との連携協定締結に向けた準

備を進めるということでございました。 

国内の高等教育機関との連携においては、広島市に所在する叡啓大学との包括連

携協定を締結いたしました。また、徳山大学時代から徳山高専と協定締結していまし

たが、包括連携協定の状況も変わっておりますので、結び直しということで、新たに協

定を結びました。 

また、交流としては、叡啓大学で、先方の場所と教員、スタッフにも関わっていただ

き、実際に本学の学生が先方に伺って、広島市と周南市のことに関するフィールドワ

ークを実施しながら、周南市と広島市を舞台にした集中講義を実施しました。これに

関しては、今年度も実施の予定でございます。 

また徳山高専との連携に関しては、特に教員間での交流というものが動いておりま

して、お互いの専門分野をすり合わせ、交流を進めることで、いくつか共同研究を少し

ずつ開始に向けて動いているところで、実際開始したものもございます。 

例として、立ち仕事の多い業務の方に向けた、靴の中のインソールの開発がひとつ

挙げられますが、他にも今後動いていくような次第で、定期的にお互いの交流を進め

ております。これは昨年度から実施いたしまして、今年度もまた実施する予定とされ

ております。 

続きまして、資料 1－2 の１２ページ２３番になります。グローバルな視点からの地

域の持続的な発展ということで、グローバルとローカルを組み合わせた「グローカル

人材」を育成するために、海外の大学や機関と連携協定を締結するということで、こ

れに対しまして事業計画としては、国際交流協定を締結している５大学を中心に、海

外の大学や関連機関との交流事業を実施するとともに、新規に３件以上の国際交流

協定の締結を行うということでした。昨年度は、数字でいいますと、３件以上の国際交

流協定の締結というものに関して、結果として６件の締結ということで、予定を大きく

上回っております。また中期計画の目標で、１０件以上ということを、令和６年度末時

点で、すでに達成しているということで、目標数値としては大きく上回っています。 

また、締結だけではなくて、学生がグローバルな視点に触れるための具体的な交流

事業も実施しており、代表的なものとして、さくらサイエンスプログラムという海外か

らの、発展途上国にはなりますが、学生を受け入れるプログラムがございます。昨年

度、本学の情報科学部がこちらに申請し、採択されましたので、タイの大学生を本学に

招いて交流活動を実施いたしました。本学からも、情報科学部の学生が参加し、交流

して、短い期間でしたが、一緒に研究を行ってその発表会も実施いたしました。 

また、本学の学生が、台湾の方でＳＤＧｓ関連のイベントに参加するということがあ

りまして、３名の学生が、昨年度末に台湾で現地調査を行い、現地の紹介の動画を作

ったり、そういったコンテストにも参加をしたりしておりますので、協定締結だけでは

なくて、実際の動きも進んでおります。これは、本年度に向けてすでに交流・訪問する

ような計画、夏季休暇を利用して実施されております。 

国際連携の基盤の強化と多様な交流事業を通じて、地域社会の持続的な発展に貢

献できるグローカル人材の育成に努めていきたいと考えております。以上です。 

●委員長   はい。ありがとうございました。 

国際交流も含めて、説明をいただきましたが、何かご質問、委員からありますでしょ

うか。 

周南創生コンソーシアムで、交流をしっかりして、いわゆる研究費、そういうものも

獲得されていますし、他の高等教育機関との連携も進めておられ、国際交流について

も、提携並びに学生交流も進んできた、というようなご説明だったと思います。よろし
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いですか。 

海外の協定について、学生交流も含めて、これは大学の方から（金銭的な）支援を

されているということで理解してよかったですか。 

●法人     大学の方から支援がございます。地域や期間によって金額が異なりますけれども、

申請いただいたものは、大学の方から支援するようになっております。 

●委員長   申請した学生は全員行けるのですか。先ほど３人台湾に行かれたという話もありま

したが、今のところは皆さんに支援できるということですか。 

●法人     今のところ予算的にもまだ間に合っているようですので、全員が支援を受けており

ます。 

●委員長    よろしいですか。他にございませんか。 

ありがとうございました。 

それでは、次に資料 1－1の１１ページから１２ページ、大項目の３の業務運営の改善

及び効率化に関する計画、資料 1－2 では１３ページから１６ページの説明を大学から

していただければと思います。よろしくお願いいたします。 

●法人     大項目３、業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置につい

ての説明になります。資料 1－2 に沿って説明いたします。小項目の２５から２９に挙

げている組織運営の改善、教育研究組織の見直しに関する計画について説明します。 

２５番ですが、教学組織に関しましては、令和６年４月に新たにグローバル化推進機

構を設置するとともに、既存の教学マネジメント推進機構、研究地域産学連携推進機

構のもとにも、本部と部門を新設し、円滑な大学運営ができる組織体制としました。 

事務組織に関しましては、４月にも改組を行いましたが、年度途中１１月に経営企画

課内に広報室を設置し、企画業務との連携を強化したところです。広報業務について

は 28 番に書いてあるのですが、多様なステークホルダーに対して必要な情報を適切

にわかりやすく届けるため、ホームページをリニューアルいたしました。今年度につき

ましては、学内からの情報収集と情報発信の数を増やすことを目標に取り組んでいる

ところです。また、現在、教員の研究や専門分野等を学外の方へ周知するということ

で、リーフレット等の作成等を進めているところです。 

項目１つ戻りまして２７番ですが、内部統制や内部監査に関しましては、組織体制や

規程の整備が不十分であったというところから、昨年度中に外部通報窓口を活用した、

システムを構築するなど、見直しを図り、今年の４月には、内部監査室を設置したとこ

ろです。 

続きまして、資料 1－2 の１５ページですが、項目で言うと３０番、３１番で掲げてい

る、人事の適正化及び人材育成に関する計画についてです。令和６年４月の新学部学

科の開始にあたっては、新たに約４０名の教員を採用し、設置認可されたカリキュラム

が、着実に実施できる体制を整えました。また、事務職員についても 4名採用し、大学

の円滑な運営に必要な人材の採用に努めているところです。人材育成については、事

務職員については、人事評価制度を見直し、より公平で適正な評価とすることで、実

際に昇格、昇給や今後の人員配置に、反映できる制度を整えました。 

教員の人事評価制度につきましては、各学科の特性に合わせた評価指標を設定し、

今後適正な評価が行えるよう、随時、運用の見直しを図りながら進めることとしてお

ります。 

また研修につきましては、ＦＤ・ＳＤ研修を各部署が主管となって、１１事業を実施す

るとともに、オンラインでの受講や録画配信を取り入れ、受講率の向上を図りました。

今後も、公立大学協会や周南市など、学外で開催される研修の参加や人事交流の活

用等を積極的に進め、職員の能力向上や業務改善に取り組んで参ります。 

続きまして、資料 1-2 の１６ページです。小項目３２番の事務の効率化・合理化に関

する計画ですが、外注している清掃業務や警備業務について、仕様を見直した競争入
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札とすることで、経費の削減を図ることができました。またワークフローシステムの導

入により、勤怠管理や学内申請に関する書類、決裁文書の電子化を図ることができ、

ペーパーレス化と業務効率化が進みました。 

以上が、大項目３の説明になります。よろしくお願いいたします。 

●委員長    はい。ありがとうございました。業務の効率化というところを中心にご説明をいた

だきましたが、いかがでしょうか。 

●委員     人事評価のところでお聞きしたいのですけれども、教員の評価指標を決定したとあ

るのですが、この教員の評価というのは、昇進などに関わってくることだろうと思う

のですが、給与にも反映していくということなのでしょうか。 

●法人     はい。ご質問ありがとうございます。 

教員評価に関しては、従来はＫＰＩというものを利用して個別評価をしておりました。

令和６年度からＯＫＲというものを導入しまして、学部学科の組織の特性に応じて学

部学科でＯＫＲを設定して、それに基づいて学部学科に属する教員が独自のＯKＲを

設定し、達成度を測るということで、進めているところです。 

令和６年度から始めましたので、全教員に面談を実施して、それぞれのＯＫＲを設定

し、それに対する上長のコメントを加味して、今後それがどれぐらい達成できたかとい

うことを測ることにしています。当然ＯＫＲは、昇格人事に向けての資料になります。 

給与に関しては、事務職員がすでに人事評価やっており、これを給与に反映すると

いうことをこの４月の昇給、それから６月のボーナスから始めました。 

これで先例を作ったので先ほど説明があった通り、教員の人事評価に向けて作業

を進めております。最終形に向けて、今後は事務職員に準じたような形で給与に反映

をすることを考えております。 

昇任に関しましては、学校教育法それから設置基準では、それぞれの教員の資格に

関してはおおまかにしか書いておりません。それぞれの大学や学部がどのような形で

教授の資格、あるいは准教授の資格を決めていくのか、それと、どのような評価に基

づいて当てはめていくのか、これは今、試行で行っている教員評価のデータを見なが

ら、速やかに大学の中でしっかり仕組みを作っていくことを考えております。以上です。 

●委員     人事評価は私どもの大学でもやっておりますので、任期がついている教員と任期

がついていない教員について、やはり任期がついてない教員に対しては、給与で差を

つけるという時代になってきていますので、どういうふうにされているのかと思って

おりました。ありがとうございます。 

●委員長   はい。他にございませんでしょうか。 

●委員    人事評価というのは、回数は年に１回行われているのですか。 

●法人    事務職員は年２回、前期と後期に分けて実施をしております。教員は基本的に年に１

回で行うことを想定しております。 

●委員    ありがとうございます。 

●委員長   教員の場合は、１年間で科研を申請したり、１年間で講義をしたり、それから大学院

の状況によっては、講義がある人とない人があったりして、最初の年に全て決めるの

が大変だったという記憶があるので、一般的には１年間で評価されている、という理

解です。 

他に、ありませんでしょうか。 

ホームページリニューアルされたということなのですけど、実際にアクセスの状況や

高校生・保護者・学生などの評判はどんな感じですか。アクセス数の上昇など、何かあ

りますか。 

●法人     アクセス数については、今はカウントができるようになっているのですけれど、以前

のものが取れてないというのがあり、数字的にお示しすることができないところです。 

高校生の反応は、特にホームページに関してリアルな反応というのを集計・集約す
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るような仕組みが取れてないので、今後、ホームページへの反映等も含めて、どのよ

うな形で皆さんの意見を取り入れる仕組みについては考えていきたいと思っている

ところです。 

●委員長   せっかくリニューアルされていますから、例えば、オープンキャンパスのときにアンケ

ートを取ることや、入試説明会のときに説明会の情報をどこで、どういう知識を得た

か、という項目の中にホームページを入れるなど、県立大学でもそういう評価をして

いただいているので、是非ともホームページリニューアルするのもお金もかかってい

ますから、そのようなことをされたら良いと思います。 

他によろしいですか。 

それでは、最後に資料1－1の１２ページ、大項目４、財務内容の改善に関する計画、

大項目５、自己点検、評価及び当該状況に係る情報の提供に関する計画及び、大項目

６、その他業務運営に関する計画の３項目について、資料 1－2 では、１６ページが下

段から２１ページまで、法人からまとめてご説明をいただきますようお願いします。 

●法人     大項目 4、5、6 についてご説明いたします。資料 1－2、１６ページをご覧ください。

３３番から最後４３番までが該当になりますけれども、主なものを取り上げてご報告い

たします。 

まず、安定的な経営確保及び経費の抑制に関する計画については、３３番をご覧く

ださい。令和６年度予算において、同年から新学部を開設し、３学部５学科体制を敷

いたことから、教育研究費、一般管理費などを中心に増額しておりましたが、今年度

においても、引き続き教育研究、社会貢献水準を維持向上させるため、教育研究経費

を約１億８,０００万円増額するなど、各学部学科の特性を考慮した適切な予算配分を

行いました。また、こうした財政状況について、市民にわかりやすく情報提供を行うた

め、財務レポートを作成し、こちらは本学のホームページにおいてご覧いただけるよう

にしております。 

次に、自己収入の増加に関する計画については、次の１７ページ、３４番にあるよう

に、入試の志願倍率が全体として、５．７倍、そのうち、一般選抜入試では、志願倍率が

８．９倍となりました。また、３５番にあるとおり、公開講座の受講者数が３５％増加、

外部資金は３,８７０万円を獲得することができました。特に、周南みらい基金につい

ては、周南圏域の小中学生を対象に新学部学科や、奨学金制度を紹介するチラシの

送付などにより、基金事業の充実及び情報発信を図った結果、２,２９０万円の寄付を

受入れることができました。こうしたことから、教育力の向上とともに、安定的な経営

に繋がっているところです。 

続いて、資産の管理及び運用に関する計画は、次の１８ページ、３６番になります。

本学の教室や体育施設を授業や部活などで使用してないときに、一般の方にも貸し

出しているのですが、大学施設の地域開放を促進した結果、昨年度の件数は１０７件、

前年度より３７．２％増加、使用料収入は約３００万円と、１９．３％増加しました。特に

新築工事が完了し、令和６年４月から使用している新棟、S１号館の地域開放を始めた

のですが、このことが外部貸し出しの使用件数、使用料収入に大きな影響を与えてい

るので、今後はこうした人気施設を中心に、引き続き利活用に努めていきたいと考え

ています。また、このＳ１号館の１、２階は、ウェルビーイングスクエアという名称で、一

般市民の方にも開放しております。こちらにネーミングライツを導入したところです。 

安全管理に関する計画については、２０ページの４０番から４１番になります。４０番

にあるように、地震や火事を想定した防火防災訓練や救命救急講習、安否確認訓練な

どを計画的に実施する他、４１番にあるように、個人情報の管理や情報の毀損リスク

の管理に取り組みました。個人情報保護については、全学のＦＤ・ＳＤとして、外部講師

による「個人情報保護について」という研修を実施するとともに、各所属で保有してい

る 1,000 人以上の個人情報のファイル名の一覧を個人情報ファイル簿として、まず
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はそれぞれの部署に最新の情報に更新してもらい、こちらを大学のホームページで公

開して皆様に見ていただけるようにしているところです。 

また、情報セキュリティ管理については、学生に対しては情報リテラシー教育を必修

にし、教職員に対しては、オンデマンドにより、情報セキュリティ研修を実施しました。

これらは例年実施しているところでありますが、令和６年度については、それに加えて

情報セキュリティの内部監査を実施しました。そういったセキュリティの洗い出しをし

たところですが、今年度からは、経営企画課内に情報システム室を新設し、情報セキュ

リティを一元化する体制を整えたことにより、厳重な管理に取り組んでいこうと考え

ているところです。 

法令遵守及び社会的責任に関する計画については、４２番から４３番になりますが、

計画通り進行しておりますので、説明は割愛いたします。説明は以上になります。 

●委員長   はい。ありがとうございました。 

外部資金の導入、それから新棟の積極利用ということで、収入も増えているという

ことですが、何かご質問がございますか。 

●委員    自己収入の増加ということで、いろんなことをされているってことは非常に結構な

ことだと思います。教育に関して本当にお金がかかると思うので、お金をかけたらそ

れだけ成果も出てくるということだと思います。 

私は徳山高校の同窓会の会長を務めていまして、文科省がＳＳＨ（スーパーサイエン

スハイスクール）というのをやっていて、徳山高校は十何年か認定されている。年間

750 万円補助が出るので、私の学生時代と全然違う教育ができるというのも、本当

に成果が上がっているのだと思います。最近ＳＳＨに関しては、新聞で出ていますけど、

かなり教育成果が上がっているということで、文科省も３０億円を３７億円にするとい

うようなことを言われていまして、これから競争が激しくなると思います。 

そうなると、まさに自己資金を集めていかなければならないのですが、事業報告書

に書いておられないので、提案のようなものなのですけれども、これから周南公立大

学になってからの卒業生が出てこられますよね。同窓会組織というのは、絶対に利用

されたらいいと思います。私の出身大学が同窓会組織を非常に上手に活用している

ものですから、私はこのようなことを徳山高校でやっていこうと思っているのです。同

窓会組織は、ただの親睦団体というのではなく、会則にも、会員相互の親睦と母校支

援というのがありますので、そういう意味から、今までも支援をしてきているのです

が、例えば、魁講座と言いまして、今年は、去年まで最高裁の長官だった人に講演して

もらうなど、そういうことはやっているのですが、私の会長としての仕事で、資金的な

ものをこれから、何か考えていけるのではないかと思うのです。 

周南公立大学は来年、公立化後の入学生で初めて卒業される方が出てくるのでし

ょうが、なかなか卒業生は捕捉するのが難しいのです。だから、卒業のときに確実に

LINE をつなぐなど、そういうことをしないと、今の個人情報に非常に厳しくなって、

そのあたりも難しくなっていますので、そろそろ準備されたらどうかという感じがしま

した。以上です。 

●法人     同窓会につきましては、公立化前の徳山大学と周南公立大学を一緒に運営してい

る徳周会という同窓会がありまして、今までであれば、先ほどご説明した基金に寄付

をいただくとか、学生の支援になるような予算も用意されるということなのですけれ

ども、少し周知が足りていないので、同窓会としても、学生の支援に力を入れたいと

いう意見を聞いていますので、連携を進めていきたいと考えております。 

●委員    徳山高校の同窓会は、７７年前にできまして、その２０年前に徳山中学校の同窓会が

できたのです。徳山中学校ができて５０年経つのに、同窓会がないのがおかしいと、当

時の校長先生がおっしゃって、作ろうということで、初代の同窓会会長は校長先生な

のです。初代が校長先生だったので、その後自然消滅のような形で、新生の学生改革
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で、昭和２３年に、今の岐山会という同窓会作ったのですね。この辺が上手に徳山中

学校から徳山高校に移ったのですが、徳山大学から今度周南公立大学なられて、その

辺りが上手に継承されると良いと思いますけれども、いろいろ考えてやられたらいい

かなと思います。 

●法人     ありがとうございます。また進めてまいります。 

●委員長   ありがとうございます。他にご質問はございますか。 

順調に経営をされている、それから進行していると理解をさせていただきました。 

 

 

 

 

●委員長   法人からの説明は以上でございますが、全体的に何かご意見ございましたら、拝聴

したいと思いますが、いかがでしょうか。 

●委員    去年、キャンパス内を見学させていただいて、松下村塾の模築を見せてもらいまし

た。確か大学ができたときに、高村坂彦さんが、防長教育の伝統を受け継ぎたいとい

うような気持ちで作られたのだろうと思います。他には、山口放送にもありますけど

あれは、初代の社長の野村さんというのは山口県の初代の教育長で、やはり同じよう

な気持ちで今、山口放送に（松下村塾の模築が）あるのだろうと思うのですね。何かあ

まり使われてないということなのですが、ぜひ活用していただいて、例えば私の母校

では、演説館（慶応義塾大学講堂）で、福沢諭吉の研究者が５、６０人相手に講義・講演

など、いろいろお話され、そういう使い方をされるというのが伝統を引き継いでいく

上で、非常に大事なことだと思います。 

例えば、松下村塾の摸築で、松陰の研究している人や松陰神社の宮司さんでもいい

ですし、明倫小学校では朗唱というのをやっていまして、各学期学年で、吉田松陰の

言葉を朝朗唱するわけですね。小学校６年間で１８の言葉を、「身はたとひ武蔵の野辺

に…」とかいろいろな言葉を朗唱しているわけですけれども。明倫小学校に視察に行

く人がいるものですから、かなり詳しくご存じでそういう方に話を聞くとか、狭いとこ

ろですから１０人くらいしか入らないでしょうけれども、ここから日本変えていくのだ

という気持ちを持つような、若い人が生まれたらいいなと思いましたので、何かされ

たら良いなと思います。 

●法人     貴重なご助言ありがとうございます。周南公立大学になってからの学生が、やはり

あの建物を有効活用しようということで今、週に１回自分たちで清掃と集まりを兼ね

たような会を開いてくれていまして、周南公立大学松下村塾ということで、毎回テー

マを決めて、「今回は志について語ろうじゃないか」とか、「今回は感謝について語ろう

じゃないか」と、そんな活動も今細々と、毎回 20 人ぐらい集まって行っているようで

すので、報告させていただきます。 

●委員    項目別で見て定量的な目標があると思うのですが、これについて、達成してないと

いうのは具体的にどこかあるのかどうか、明確に教えてもらいたい。それと、令和６年

度は、評価はしないということですが、大学でも評価を全くしてないということでよろ

しいですか。例年であれば、5点満点で、真ん中で 3点、平均が幾らであるというのが

そういう形でされていると思うのですが、それもやらないということで理解して良い

のでしょうか。 

理事会等でご説明をしたと書いてありましたけど、理事会では今日、ここで話され

たようなことを聞いただけということでよろしいのでしょうか。 

●法人     ご指摘ありがとうございます。基本的には年度の事業の評価というのが、自己点検

評価として私ども実施しておりまして、それは学内にいる者、理事会、あるいは審議会

等でお示しをしているところでございます。 

３ その他  
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国（地独法の）のルールに従ったものは、一旦実施しないけれども、自己評価として

は当然させていただいていまして、その中でご指摘ありましたように、やはり定量的

評価で、予定通りのものは３点、それを少し進んでいる、あるいはかなり進んでいると

いうものを４、５点。それに満たしてないというものを２点、全然満たしていないに１点

としておりまして、４３項目のうちの３７～８項目ぐらいが３点、具体的な数が今私の

ところにないのですが、達成してないものが、おそらく１つか２つだったように記憶し

ています。予定よりも大幅に進捗が進んでいるというものも、１０件ぐらいあったよう

に思いますけれども、少し具体的な数字で正確性を欠いておりますけども、自己点検

評価としてはそのように実施しております。 

●委員長   よろしいですか。その辺りが毎年どのようにするのだろうということで、それぞれの

大学で工夫をされていると思うのですが、実際にはその項目ごとの具体的な評価を

して、来年どうするかを当然計画されていると理解しております。他にはございませ

んか。 

●委員    せっかく今ここに参加しておりますので、感じたところだけお話させていただいて、

重なっていることがありましたら、お許しいただければと思います。 

書類の方を中心に読ませていただきまして、先ほど他の委員からもご質問がありま

したように、中期目標の達成に向けてどの程度、達成できているレベルなのかどうか、

知りたいところがあります。資料からは、中期目標の達成に向けて、スムーズに進んで

いっていることは感覚的には分かるのですが、数値などがあるともっと理解しやすい

と思います。 

また、地域貢献や教育システムというところの目標に関しては、十分やっておられる

というのが読み取れたのですけれども、やはり最初におっしゃられた、教員側ではど

うしようもならない、ＴＯＥＩＣや、学生の成果においては、工夫が必要だと感じました。

ＴＯＥＩＣに関しては、数値として５％とあげられており、明らかに水準には達していな

いというふうにお見受けしました。計画の中には、４年間を通じてとありますので、今

回１年生を見られて５％ということでしたので、ここから４年間かけて、彼らがどう上

がってくるかというところを追跡していけば、中期目標の成果として良いものができ

るとは思うのですが、一方で、英語を専門にしている学生はあまりいないことを考え

ると、高学年に向けて、英語教育でＴＯＥＩＣの点数が増えていくようなカリキュラムと

して、具体的に何か準備されておられるのかどうか、この点だけが懸念した点です。 

●法人     はい。ありがとうございました。 

確かにＴＯＥＩＣのスコアを上げるなど、汲々としても、なかなか思うようにならない

ところがございまして、特に高学年になると数値が落ちる傾向にあって、やはり専門

の教育が忙しいので英語の必修化するということが難しいのです。 

ですから、１年次、２年次でＴＯＥＩＣ受験を必修化して、できるだけそこで数値を上

げて、あとは先ほど申し上げたように、就職等でモチベーションを上げる学生には、特

別な授業機会を提供するという形としておりますが、カリキュラム的に高学年の学生

には、英語を十分に施すことはできないという状況にあります。その中でどれだけ上

げていくかというのが課題になっておりまして、申し上げたように全体の底上げとい

うことは、1 年、2 年次でできるだけ、スコアを上げてそれが落ちないようにする、手

だてを考えたいと思っております。 

●委員    私は理学部におりますが、ＴＯＥＩＣの点数が低い学生が入ってきます。高学年で英

語の専門教育をするというのはなかなか難しいですので、大学に入って１年間で頑張

らせるということになると、学生本人に英語が大事であることを自覚させるのが大事

であり、私どもも非常に苦労しながらやっているところです。 

ＴＯＥＩＣ受験にも受験料もかかりますし、勉強しても、なかなか点数が上がっていく

というものではないので、ＴＯＥＩＣ５５０点以上を取ることで、どのようなメリットがあ
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るのかを、学生に自覚してもらい努力してもらわないといけないです。そういうところ

で私どもも苦労していますので、同じような思いをされているということに共感いた

しました。ありがとうございました。 

●法人     ありがとうございます。 

受験機会をふやすために、例えばその受験料を無償化するとか、あとはおっしゃる

ように、モチベーションどれだけ上げるかということにかかっていると思います。とて

も参考になりました。どうもありがとうございます。 

●委員長    はい。ありがとうございました。 

よろしいですか。それでは大体時間にもなりましたので、事務局から何か連絡事項

はありますか。 

◇事務局   事務局からですが、次回以降の会議の予定についてご連絡したいと思います。委員

の皆様の任期ですが、令和７年１１月４日までとなっております。今後、法律で定めら

れた審議事項がない限り、本日の会議が最後ということになります。皆様におかれま

しては大変お忙しい中、任期中は３回の会議にご出席いただき、大変ありがとうござ

います。 

参考資料の３について、令和７年度の欄の下部をご覧いただきたいと思います。今

後ですが、第三期の評価委員会では、令和８年度に中間評価、令和１０年度に期間評

価を実施するための実施要領の策定を今年度中に行うため、来年１月または２月に評

価委員会を開催し、実施要領のお諮りをさせていただきたいと思っております。また、

令和８年度は７月に中間評価を実施するため、７月に２回程度、評価委員会を開催さ

せていただく予定としております。 

委員の皆様におかれましては、引き続き、第三期の委員もお引き受けいただきます

よう、お願いをさせていただいているところでございます。事務局から、改めてお願い

の文書を送付いたします。今後とも何卒よろしくお願いしたいと思います。以上でご

ざいます。 

●委員長  そういうことですので、よろしくお願いします。 

それでは、本日の日程は全て終了しましたので、お疲れ様でございました。以後の

進行は事務局で、よろしくお願いいたします。 

◇事務局   ありがとうございます。それでは皆様長時間にわたりありがとうございました。先ほ

どお伝えしました通り、現在の評価委員任期での会議は今回が最後になる予定でご

ざいますので、企画部長より委員の皆様にお礼のご挨拶を申し上げます。 

◇事務局   本日はお忙しいところを、また猛暑の中お集まりいただき、有意義なご意見をいた

だきまして誠にありがとうございます。予定では、今回が第二期の評価委員会の期間

中の最後の会議であるため、一言ご挨拶を申し上げさせていただきます。 

地方独立行政法人の改正に伴いまして、年度計画及び年度評価が廃止されまして、

周南公立大学においても令和６年度から年度計画が廃止されました。そのため、第二

期の評価委員会の任期中の会議は、大学からの１年の事業報告に対し、質疑やご意見

をいただく形式となりました。委員の皆様の積極的なご意見、ご質疑を賜りまして、大

変有意義な審議の場となりました。深く感謝を申し上げます。委員の皆様からいただ

いたご意見のひとつひとつが、大学のみならず、市にとっても大変貴重なものでござ

いました。 

第三期評価委員会では、いよいよ周南公立大学が開学して、初めての中間評価を

実施することとなります。この中間評価は、次期中期目標や中期計画を策定する上で

貴重な指標となります。先ほど、事務局からお伝えしましたように、委員の皆様におか

れましては引き続き、第三期の評価委員会におきましても変わらぬご支援をいただき

ますようよろしくお願いいたします。 

最後になりましたが、周南公立大学の運営につきまして、引き続きご指導を賜りま
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すよう、お願いするとともに委員の皆様のご健勝とご多幸をお祈りいたしまして、簡

単ではございますが、私からの挨拶とさせていただきます。本日はどうもありがとう

ございました。 

◇事務局   それでは、以上をもちまして、令和７年度第１回周南市公立大学法人評価委員会を

終了いたします。皆様どうもありがとうございました。 


